
情報の提供と活用を 
「佐渡伝統文化研究所」を 

設立しました 
 

▲地中に埋められていた鉛板 

▲文久２年（１８６２）の佐渡奉行所絵図 

▲復元された佐渡奉行所大御門 
　材料のマツは秋田まで出向いて吟味した 

国
・
県
指
定
文
化
財 

（ 

一 

）
史
跡
佐
渡
奉
行
所
跡
② 

 ○
佐
渡
奉
行
所
跡
の
発
掘 

平
成
６
年（
１
９
９
４
）、佐
渡
奉
行
所

跡
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
と
、奉
行
所

を
復
元
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
強
ま
り
、

平
成
10
年
ま
で
５
か
年
を
か
け
て
発
掘
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。発
掘
調
査
で
は

建
物
の
礎
石
や
、柱
穴
、石
組
、井
戸
、水
路

な
ど
の
ほ
か
に
、当
時
使
用
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
陶
磁
器
類
や
金
銀
の
精
錬
用
具

な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。中
で
も
注
目

さ
れ
る
の
が
、御
金
蔵
付
近
の
地
中
に
埋

め
ら
れ
て
い
た
１
７
２
枚
の
鉛
板
で
す
。

鉛
は
金
銀

の
精
錬
に

欠
か
せ
な

い
鉱
物
で
、

金
銀
を
含

む
鉱
石
と

一
緒
に
熱

し
て
溶
か
し
、

い
っ
た
ん

鉛
と
金
銀

の
合
金
を

作
り
、さ
ら
に
そ
こ
か
ら
化
学
反
応
に
よ

っ
て
金
銀
を
抽
出
す
る
と
い
う
、「
鉛
灰
吹

法
」と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。江
戸
時
代
の
記
録
に
よ
る
と
、非
常
時

に
備
え
奉
行
所
敷
地
内

の
地
中
に
鉛
を
埋
め
て

い
た
と
あ
り
、寛
永
18
年

（
１
６
４
１
）
に
埋
め
た

と
伝
わ
る
９
１
２
５
貫

８
７
５
匁
の
鉛
を
、享
保

３
年
（
１
７
１
８
）
に
掘

り
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

１
８
７
６
貫
８
２
３
匁

の
埋
鉛
の
行
方
が
ど
う

し
て
も
わ
か
ら
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。今
回
の
発

掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た

鉛
板
は
１
８
７
４
貫
２

３
２
匁
で
、享
保
３
年
に

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
埋

鉛
と
ほ
ぼ
同
じ
量
で
あ
り
、

実
に
３
０
０
年
の
時
を

経
て
現
在
に
よ
み
が
え
る
、

歴
史
の
ロ
マ
ン
を
感
じ

さ
せ
る
驚
く
べ
き
事
例

で
あ
る
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
○
佐
渡
奉
行
所
の
復
元 

こ
う
し
た
発
掘
調
査
を
進
め
な
が
ら
、

平
成
７
年（
１
９
９
５
）よ
り
佐
渡
奉
行
所

の
史
跡
整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

建
物
の
復
元
に
際
し
て
は
、発
掘
の
成
果

だ
け
で
は
な
く
、絵
図
面
や
古
写
真
、文
献

資
料
、そ
の
他
全
国
の
類
例
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
、安
政

５
年
（
１
８
５
８
）

の
火
災
後
に
建
て

ら
れ
た
最
後
の
奉

行
所
の
平
面
図
を

も
と
に
、忠
実
に
再

現
し
よ
う
と
い
う

試
み
が
な
さ
れ
、発

掘
で
出
て
き
た
礎

石
と
絵
図
面
の
位

置
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、建
物
の
工
法
や

材
質
に
も
こ
だ
わ
っ
て
復
元
を
行
い
ま
し

た
。例
え
ば
、宮
大
工
は
富
山
県
の
福
光
町

（
現
南
砺
市
）か
ら
、漆
喰
壁
の
左
官
は
新

潟
の
豊
栄
か
ら
、建
具
は
岐
阜
県
の
神
岡

か
ら
、漆
は
日
光
東
照
宮
の
工
事
を
行
っ

て
い
る
漆
屋
な
ど
、全
国
各
地
の
文
化
財

関
係
の
工
事
に
携
わ
っ
て
い
る
職
人
が
集

め
ら
れ
、復
元
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

佐
渡
奉
行
所
は
平
成
13
年
よ
り
一
般
公

開
さ
れ
、年
々
復
元
工
事
も
進
み
、こ
の
３

月
に
は
辰
巳
口（
金
銀
の
精
錬
を
行
っ
た

勝
場
の
入
り
口
）の
出
入
り
口
と
板
塀
が

完
成
し
ま
し
た
。佐
渡
奉
行
所
を
訪
れ
た

際
に
は
、現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る

日
本
の
伝
統
技
術
が
凝
縮
さ
れ
た
、美
し

く
風
格
の
あ
る
巧
の
技
を
肌
で
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

教
育
委
員
会
 

世
界
遺
産
・
文
化
振
興
課
 

　
q
27
―
４
１
７
０
 

な
ま
り
は
い
ふ
き
 

ほ
う
 

せ
り

ば
 

き
ょ
う
ほ
う
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４月１３日（金） 

ＡＥＤが贈呈されました 

　金井新保の金井中学校において、
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の贈

呈式が行われました。 
　この機器は、佐渡総合病院の医師の方々が費用を出し合い
購入されたもので、４月２７日にも千種の金井小学校に贈呈されま
した。同時に、佐渡市消防本部によるＡＥＤ使用の寸劇が行われ、
心配蘇生法の大切さやＡＥＤの使用法などを学びました。 

多様な職種！君のやりたい仕事が必ず見つかる！ 
 

８月◆両津七夕川開き陸自東部方面音楽隊演奏
等（パレード・演奏会・楽器指導）…佐渡市 

◆生活体験（陸自新発田駐屯地）…新発田市 
◆体験航海（新潟西港から海自護衛艦ミニ航海） 
   …新潟市 

９月◆航空機・ヘリコプター体験搭乗（空自新潟救
難隊、陸自新発田駐屯地）･･･新潟市、新発
田市 

１１月◆自衛隊音楽祭（陸・海・空自衛隊音楽隊の祭
典）  …東京都内 

２月◆自衛隊新潟音楽祭（新潟県で恒例の音楽祭）
…新潟市、上越市 

 

平成１９年度の主な行事（予定） 
 

詳しくは 
自衛隊佐渡駐在員事務所（q６３－４５１２）までお
気軽にお問い合わせください。 
佐渡市千種丙２１５-１自衛隊新潟地方協力本部 
佐渡駐在員事務所 

☆ホームページアドレス 
　自衛隊新潟地方協力本部 
　http://www.mod.jda.go.jp/pco/niigata 
　自衛官募集ＨＰ 
　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu

（衛星第二放送・一部ハイビジョン放送） 
６月３日（日）　11：00～18：00　生放送！ 
小木地区から中継 
・突然「佐渡おけさ」大作戦！（13：30～14：30） 
小木地区本町通商店街で佐渡おけさを踊りませ
んか。ぜひご参加ください！（たらい舟・宿根木町並
みも放映） 
◆お問い合わせ　市役所小木支所 
　　　　　　　　産業振興課　q86―1113 
 

「お～い、ニッポン　私の好きな新潟県」 「お～い、ニッポン　私の好きな新潟県」 

警察官A（大学卒業者）採用試験 
（平成２０年４月採用予定） 
・受験資格　 
昭和５３年４月２日以降に生まれた人で、次のいず
れかに該当する方 
①学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒
業した方または平成２０年３月３１日までに卒業
する見込みの方 
②新潟県人事委員会が①と同等と認める方 

・受付期間　 
　　郵送・持参の場合　６月４日（月）まで 
　　電子申請の場合　　５月２５日（金）まで 

・第１次試験日・場所・試験内容 
　　７月８日（日）新潟市　教養試験・体力検査｡ 

◆お問い合わせ 
　佐渡西警察署　q74―0110 
　佐渡東警察署　q27―0110 
　新潟県警察本部　q025―280―0334 
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第６４回国民体育大会 No.12平成21年開催 

◇市役所　企画振興課（国体推進室）　q63―4152　FAX63―5125

★トキめき新潟国体募金活動報告 
昨年の10月から市役所本庁・支所、教育事務所や病院窓口、温泉・入浴施設等

の受付窓口で募金活動を開始し、半年が経ちました。このほど集金し、県実行委

員会に４７，６２５円を納めました。ゆとりぴあ真野を利用しているブラジルの方をはじ

め、ワイドブルーあいかわの受付窓口や病院窓口等で多くの皆さまから募金にご協

力をいただきました。ありがとうございました。 

皆さまの募金が有効活用できるよう、国体開催に向け、

準備を進めていきたいと思います。募金活動は平成２１

年まで続きます。皆さま方の善意ある募金を今後もお願

いします。また、新規に設置していただける事業所・営業

所・店舗等ありましたら、国体推進室まで連絡ください。 

★ＰＲ用カーステッカーができました 
ＰＲ用カーステッカーを県実行委員会で作成しました。トッキッキがデザイン

されたカワイイ円型ステッカーです。自家用車のボディや後部窓ガラスに貼っ

て国体を応援してください。市役所本庁・各支所市民課窓口で配布していま

す。数に限りがありますので、ご希望の方はお早めに窓口にお越しください。 

今後、国体のイベント等でも配布を予定しています。 

トキめき新潟国体のＰＲについて、皆さまの応援・ご協力をよろしくお願いし

ます。 

国体唯一の春季大会。今年で６２回を迎える国民
体育大会の中で、春季（６月）に行われた大会は昭
和３９年の新潟国体のほかにはありません。なぜ、春
季に行われたのか？それは、同年１０月にアジアで
はじめてのオリンピックが東京で開催されたため、
毎年１０月に行われていた国体が６月に開催されま
した。また、国体終了後の６月１６日に新潟地震が起
きました。もし、通常通り１０月開催であったら、せっ
かく準備していた国体も地震の影響で開催できず、
幻の新潟国体となっていたかもしれません。 

 

おわびと訂正　 

市報さど4月号で紹介しましたバスケットボール競技

リハーサル大会（第39回女子全日本教員バスケットボ

ール選手権大会）は第38回の誤りでした。おわびして

訂正いたします。 

 

前回の新潟国体の写真や、国体に
参加した体験談、新潟地震のために夏
季大会が中止となり参加できなかった
エピソードなどを、お寄せください。 

「お～い、ニッポン　私の好きな新潟県」 
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